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東海テレビ放送 

社長就任記者会見 
 

 

 

 

【資 料】  
 

 

 

 

 

 

◆日時    平成２５年７月１７日（水） 午後 2時 00分～ 

 

◆場所    東海テレビ    ７A会議室 
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＜開局５５周年関連＞ 

 

イベント名：「わんだほ感謝祭２０１３ ～地域とともに５５年 

                      みんなつながる～」（仮） 

開 催 日 時：２０１３年１０月２６日（土）、２７日（日） 

開 催 場 所：久屋大通公園（エンゼル広場、久屋広場、光の広場ほか） 

（内   容） 

開局５５周年を迎え、視聴者の皆さまに感謝の気持ちを伝える２日間。 

今年は光の広場にも会場を拡大し、番組の公開収録、イベント、グルメなど目白押し。誰

もが「元気」になれる感謝祭。 

      

 

 

イベント名：東海テレビ放送開局 55 周年記念  

「アートアクアリウム展 ～名古屋・金魚の雅～」 

   Supported by サークルＫサンクス 

開 催 期 間：２０１３年８月９日（金）～ １０月１日（火） ５４日間（休館日なし） 

会   場：テレピアホール 

（内  容）  

江戸時代に日本の生活に根差した文化として花開き、日本人に親しまれてきた“金魚”に 

スポットを当て、和をモチーフにデザインされた水槽と光・映像など、最新の演出技術が 

融合した水中アートの展覧会。 

金魚鉢に１０００匹を超える金魚が舞うように泳ぐ「花魁」は、七色に変化するライティ 

ングが、江戸花街の艶やかさを演出する。魚の種類も、和金、出目金といったお馴染みの 

ものから、地金、土佐金などの高級品種、珍しく愛らしい頂天眼やピンクバールなど生き 

た芸術品と言われるものまで勢揃いする。 

昨年夏、東京・日本橋で開催され、約一カ月間で２０万人を超える動員を記録した。 
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＜番  組＞ 

番 組 名：「黄金鯱伝説 グランスピアー」（仮）       ＜イメージ

＞ 

放 送 日 時：２０１３年１０月～放送           

キ ャ ス ト：帯刀大河(主人公)：辻本達規 

帯刀楓(妹)      ：木島杏奈 

帯刀龍河(祖父)  ：宮地佑紀生 

帯刀大吾(父)    ：宮本浩二 

帯刀千鳥(母)    ：古田敦子 

           ・ 

アブラゲ（元キツネ） ：奥谷 志 

コノハ（元コノハズク）：河瀬鮎美 

ツキノワ（元クマ）   ：西岡利昌 

ドベドベ（戦闘員）   ：竹腰伸矢、石原聖士  ほか 

脚本・監督：佐野智樹 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ：佐野雅彦（東海テレビ） 

制   作：グランスピアー製作委員会                 

(概  要) 

グランスピアーは、全く新しいオリジナルのご当地ヒーロー。名古屋を中心にロケを行い、

完全オリジナルストーリーで構成。沖縄から『琉神マブヤー』を世に送りだした、佐野智

樹監督が脚本、監督を務める。主演は『BOYS AND MEN』のメンバー辻本達規。 

東海地区の子ども達が、グランスピアーのように人を思いやる心を持ってもらいたい、そ

して、郷土愛、道徳心をも育てる一助になりたいというコンセプトのもとに立ち上げた。

人を敬い、正義を貫くグランスピアー。目指すのは、親が子に「グランスピアーを見習っ

て！」と言ってもらえるような存在になること。地域から生まれ、地域に愛され、そして、

地域とともに成長していく“ご当地ヒーロー”が、今年 10月誕生する。 

（内  容） 

愛知大学に通う帯刀大河(たてわきたいが)が主人公。戦国時代、覇導石という世界を滅ぼ

す程の大きな力を得る石が中国から伝わった。徳川家康は海の神トリトンのお告げに従い、

八体の黄金の鯱で覇導石を封印。この覇導石を手に入れ、世界滅亡を企む妖神オソガイ。

その企みを拒むため、海の神トリトンは黄金の鯱の戦士をこの世に送り込む。大河は妖怪

オソガイの出現をきっかけに、自らの中に宿っていた金鯱の精神が覚醒し、戦士グランス

ピアーに変身する。覇導石を巡り、グランスピアーと妖神オソガイ一味の戦いの火蓋が、
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今、切られる。 


